
特集・エネルギー一地球環境の申で考えるＰＡＲＴＩ④新エネルギーの導入を目指して

特
集
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ー
地
球
環
境
の
中
で
考
え
る
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
④

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
目
指
し
て

山
梨
晃
一

一
－
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
体
制

　
わ
が
国
は
、
第
一
次
石
油
危
機
が
発
生
し
た
翌
年
の

一
九
七
四
年
度
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
貢
献
す
る
可

能
性
の
あ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
、
総
合
的
な
研
究

開
発
を
進
め
る
た
め
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
を
発
足
さ

せ
た
。

　
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
に
は
、
長
い
リ
ー

ド
タ
イ
ム
と
高
い
リ
ス
ク
が
伴
う
。
長
期
的
視
野
に
立
っ

て
計
画
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
官
民

の
総
力
を
結
集
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
を
推
進

す
る
中
核
機
関
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
・
現
在
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
れ
と
同
時
に
、
民
間
側
の
力
を
結
集
し
て
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
計
画
に
協
力
・
支
援
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用

化
・
普
及
を
促
進
す
る
目
的
で
（
財
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
の
内
容
は
、
①
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
（
太
陽
熱
発
電
、
太
陽
光
発
電
）
、
②
地
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
（
熱
水
利
用
、
深
層
熱
水
、
大
規
模
深
部

地
熱
）
、
③
石
炭
の
ガ
ス
化
・
液
化
技
術
、
④
海
洋
温

度
差
発
電
、
⑤
風
力
発
電
、
⑥
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
⑦

バ
イ
オ
マ
ス
　
等
の
新
技
術
の
実
用
化
を
目
指
す
も
の

で
あ
紅
、
こ
れ
ら
の
技
術
の
早
期
実
用
化
に
重
点
を
置

い
た
研
究
開
発
を
加
速
的
に
推
進
し
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
二
次
石
油
危
機
が
発
生
す
る
直
前
の
、
一

九
七
八
年
に
は
、
大
型
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
を
総

一
－
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
体
制

ニ
ー
実
用
化
の
間
近
い
各
種
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

三
丿
実
用
化
を
進
め
る
た
め
の
各
種
の
施
策
と
そ
の
万
向

四
－
今
後
の
展
望

合
的
、
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
計
画

が
発
足
し
た
。
現
在
推
進
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
は
、
燃
料
電
池
、
新
型
電
池
、
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
積
シ
ス
テ
ム
、
超
電
導
電
力

応
用
技
術
、
高
効
率
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
及
び
汎
用
ス
タ
ー

リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
等
が
あ
る
。

　
両
計
画
が
発
足
し
て
以
来
現
在
（
一
九
九
〇
年
度
）

ま
で
に
、
約
五
千
億
円
の
研
究
開
発
費
が
重
点
的
に
投

入
さ
れ
て
き
た
結
果
、
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
み
せ
、
特

に
、
太
陽
光
発
電
、
燃
料
電
池
、
風
力
発
電
等
は
、
近

い
将
来
の
実
用
化
が
期
待
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
は
、
前
に
み
た
よ
う

に
、
二
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
を
契
機
に
、
石
油
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
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の
確
保
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
今
全
世
界
に
関
心
の
高
ま
り
つ
つ
あ
る
地

球
環
境
問
題
へ
の
対
応
の
見
地
か
ら
、
そ
の
最
大
限
の

導
入
に
つ
い
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
①
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
が
気
候
等
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
変
動
す
る
、
②
平

均
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
小
さ
い
、
な
ど
の
問
題
点
を
有

し
て
い
る
ほ
か
、
未
だ
コ
ス
ト
局
で
あ
る
こ
と
は
免
れ

ず
、
多
く
の
開
発
要
素
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
も
引
き
続
い
て
技
術
開
発
を
強
力
に
推
進
し

て
、
効
率
、
性
能
の
向
上
と
こ
れ
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化

を
図
る
と
と
も
に
、
量
産
に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
を
図
る

た
め
の
初
期
需
要
の
創
出
等
を
含
め
た
、
総
合
的
な
導

入
推
進
体
制
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い
る
。

二

-

実
用
化
の
間
近
い
各
種
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
次
に
こ
れ
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、
比
較
的
実
用

化
が
間
近
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
現
状
と
問

題
点
を
列
記
し
て
み
る
。

①
－
太
陽
光
発
電

　
太
陽
電
池
の
製
造
コ
ス
ト
は
、
こ
の
十
年
間
に
十
分

の
一
近
く
に
低
下
し
て
お
り
、
今
後
の
研
究
開
発
の
進

展
と
、
利
用
の
拡
大
が
実
現
す
れ
ば
、
更
に
大
幅
の
低

下
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
電
池
を
独
立
し
た
電
源

と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
夜
間
や
雨
天
の
需
要
に

備
え
て
蓄
電
池
が
不
可
欠
で
あ
る
ほ
か
、
太
陽
電
池
は

直
流
の
た
め
交
流
で
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
や
制
御
機
器
な
ど
の
周
辺
機
器
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
加
え
る
と
、
設
備
費
が
電
池
本
体
の
倍
近
く

に
な
る
と
い
う
点
が
今
後
の
問
題
点
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
発
電
効
率
の
向
上
や
量
産
化
に
よ
る

本
体
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
周
辺
機
器

の
高
性
能
化
や
、
安
全
性
を
考
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
の
簡

素
化
等
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
後
述
す

る
よ
う
に
将
来
既
存
の
商
用
電
源
と
連
系
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
融
通
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
周
辺
機
器

の
大
部
分
が
不
要
に
な
り
、
設
備
費
が
安
価
に
な
る
の

で
、
利
用
が
大
幅
に
進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
燃
料
電
池
や
風
力
発
電
な
ど
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
（
複
合
発
電
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生

か
し
、
相
補
完
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

②
－
ア
ク
テ
ィ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

　
太
陽
集
熱
器
を
用
い
て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
し
て
、
給
湯
や
冷
暖
房
、
更
に
は
産
業

用
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
一
九
八
〇
年

頃
か
ら
商
品
化
さ
れ
、
比
較
的
単
純
な
自
然
循
環
式
の

太
陽
熱
利
用
温
水
器
（
給
湯
用
の
み
）
を
含
め
る
と
、

全
国
で
四
百
三
十
万
台
が
販
売
さ
れ
た
実
績
が
あ
り
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ソ
よ
フ
ー
シ
ス
テ
ム
全
体
の
普
及
台
数
で

は
世
界
一
で
あ
る
。
今
後
更
に
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら

れ
れ
ば
、
給
湯
用
以
外
の
冷
暖
房
や
産
業
用
ソ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
の
分
野
で
の
普
及
の
可
能
性
は
大
き
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

③
ｌ
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

　
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
窓
、
屋
根
、
壁
面
な
ど
か
ら

取
り
入
れ
て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
率
を
高
め
る
シ

ス
テ
ム
を
い
い
、
わ
が
国
に
は
実
験
住
宅
や
、
実
験
シ

ス
テ
ム
は
か
な
り
作
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
普
及

と
い
う
段
階
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
千
件
弱
の
実
績
が

あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
欧
米
で
は
近
年
活
発
に
開
発
・

導
入
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
二
十
万
棟
以
上
の

パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
住
宅
お
よ
び
一
万
一
千
以
上
の
ビ

ル
が
造
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
の
報
告
で
も
太
陽
熱
利
用
に
関
し

て
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
は
、
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー

ラ
ー
技
術
の
開
発
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

④
－
風
力

　
オ
ラ
ン
ダ
等
に
お
け
る
風
車
利
用
の
ほ
か
、
欧
米
で

は
早
く
か
ら
風
力
発
電
を
中
心
と
す
る
開
発
と
利
用
が

国
家
的
規
模
で
行
わ
れ
て
お
り
、
現
在
二
百
五
十
ｋ
Ｗ

ク
ラ
ス
の
中
型
風
力
発
電
機
を
主
に
し
て
、
実
用
化
が

進
み
、
海
外
で
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
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約
一
万
六
千
台
を
含
め
て
約
二
万
台
程
度
が
稼
働
し
て

い
る
。
風
況
の
良
好
な
地
域
で
は
設
備
稼
働
率
も
高
く
、

ｋ
Ｗ
当
た
り
五
セ
ン
ト
の
実
績
も
あ
る
と
い
う
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
合
計
発
電
量
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
市
の
需
要
を
賄
い
得
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
も
、
特
定
の
風
況
の
良
好
な
地
域
で
は
競

争
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
、
現
在
鹿
児
島
県
の
沖
永
良

部
島
（
三
百
ｋ
Ｗ
）
、
甑
島
（
二
百
五
十
ｋ
Ｗ
）
、
北
海

道
の
寿
都
町
（
一
六
・
五
ｋ
Ｗ
Ｘ
五
台
）
な
ど
で
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。
コ
ス
ト
は
立
地
地
点
の
風
況
に

依
存
し
て
お
り
、
従
っ
て
導
入
可
能
地
点
は
風
況
な
ど

の
条
件
が
良
好
な
地
域
に
限
定
さ
れ
よ
う
。
電
源
と
し

て
は
安
定
性
に
欠
け
る
た
め
、
わ
が
国
で
は
太
陽
電
池
、

燃
料
電
池
等
を
補
完
す
る
電
源
と
し
て
の
導
入
が
考
え

ら
れ
る
。

＠
－
地
熱

　
地
熱
発
電
所
は
わ
が
国
に
現
在
九
ヵ
所
が
操
業
し
、

合
計
二
十
七
万
ｋ
Ｗ
の
発
電
能
力
を
有
し
て
お
り
、
更

に
数
年
後
ま
で
に
八
発
電
所
（
合
計
三
十
万
ｋ
Ｗ
程
度
）

が
運
転
開
始
の
予
定
で
あ
る
。
わ
が
国
に
は
温
泉
も
含

め
て
地
熱
資
源
が
豊
富
で
あ
る
が
、
開
始
段
階
の
リ
ス

ク
が
高
い
た
め
初
期
コ
ス
ト
が
割
高
で
あ
る
上
に
、
自

然
公
園
や
既
存
の
温
泉
と
の
調
整
等
立
地
上
の
制
約
が

あ
っ
て
、
現
在
こ
れ
以
上
の
開
発
は
具
体
化
し
て
い
な

―
○

し

　
ま
た
、
熱
水
の
直
接
利
用
に
つ
い
て
も
、
浴
用
（
温

泉
）
と
し
て
は
全
国
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

暖
房
、
給
湯
、
施
設
園
芸
、
魚
の
養
殖
、
消
融
雪
な
ど

に
、
多
目
的
多
段
階
の
利
用
が
さ
れ
て
い
る
の
は
全
国

十
六
都
道
府
県
に
す
ぎ
ず
、
今
後
、
地
熱
熱
水
の
有
効

利
用
を
積
極
的
に
進
め
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＠
－
河
川

　
河
川
水
の
手
不
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
利
用
形
態
は
、

水
力
発
電
の
ほ
か
、
河
川
に
隣
接
し
た
工
場
で
、
冷
却

水
と
し
て
利
用
す
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
昨
年
わ

が
国
で
初
め
て
、
隅
田
川
の
水
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
熱

源
に
利
用
し
た
箱
崎
地
区
の
地
域
冷
暖
房
が
、
実
際
の

熱
供
給
事
業
と
し
て
操
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
融
雪

に
利
用
す
る
実
験
も
山
形
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
。
河

川
水
の
潜
在
的
干
不
ル
ギ
ー
量
は
大
き
い
が
、
利
用
河

川
と
需
要
地
と
の
距
離
の
制
約
や
、
水
温
変
動
が
生
態

系
に
及
ぼ
す
影
響
の
確
認
、
生
物
や
ス
ラ
イ
ム
（
固
体

微
粒
子
の
懸
濁
液
）
の
付
着
防
止
、
取
水
方
法
や
熱
交

換
方
法
の
合
理
化
な
ど
技
術
開
発
の
余
地
も
多
い
。
海

外
に
お
け
る
熱
源
と
し
て
の
利
用
例
も
ま
だ
少
な
く
、

数
例
が
知
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

＠
－
海
洋

　
海
洋
子
不
ル
ギ
ー
に
は
、
波
、
潮
、
海
流
な
ど
比
較

的
干
不
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
が
制
御
し
難
い
も
の
と
、

海
洋
温
度
差
の
よ
う
に
子
不
ル
ギ
ー
密
度
が
低
く
、
大

規
模
化
や
多
目
的
利
用
が
必
要
な
も
の
と
が
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
実
用
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
は
波
力
発

電
装
置
を
備
え
た
航
路
標
識
ブ
イ
で
、
わ
が
国
だ
け
で

も
約
九
百
六
十
基
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
波
力

発
電
な
ど
海
洋
干
不
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
は
、
現

状
で
は
ま
だ
コ
ス
ト
が
高
い
が
、
離
島
な
ど
で
は
蓄
電

池
と
の
併
用
な
ど
で
、
実
用
に
耐
え
る
シ
ス
テ
ム
と
な

る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

０
－
輸
送
用
代
替
燃
料

　
現
在
海
外
で
は
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
が
六
十
万
台
強
、

エ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
が
ブ
ラ
ジ
ル
等
に
約
四
百
万
台
、

メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
が
欧
米
等
で
約
一
千
台
の
ほ
か
、

代
替
燃
料
で
は
な
い
が
、
電
気
自
動
車
が
四
万
台
近
く

実
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
環
境
面
で
の
優
位
性
と
、
石
油
と
比
較
し
た

経
済
性
か
ら
、
先
進
国
の
多
く
で
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車

の
開
発
、
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
実

証
試
験
の
段
階
で
、
一
九
八
九
年
度
末
の
登
録
台
数
は

百
九
台
で
あ
る
。

　
電
気
自
動
車
は
、
限
定
さ
れ
た
分
野
で
は
あ
る
が
実

用
の
段
階
に
至
っ
て
お
り
、
現
在
わ
が
国
で
は
六
百
三

十
台
程
度
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

０
－
燃
料
電
池
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燃
料
電
池
は
、
天
然
ガ
ス
、
メ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
を
改

質
し
て
製
造
し
た
水
素
な
ど
を
燃
料
と
し
て
、
こ
れ
に

酸
素
（
空
気
）
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
の
電

気
分
解
と
逆
の
反
応
を
さ
せ
、
発
電
と
同
時
に
反
応
に

よ
っ
て
発
生
す
る
熱
も
利
用
す
る
熱
電
併
給
（
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
、
り
ん
酸
型
、

溶
融
炭
酸
塩
型
、
固
体
電
解
質
型
の
三
種
類
が
開
発
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
実
証
段
階
に
あ
る
の
は
り
ん

酸
型
で
あ
る
。

　
燃
料
電
池
は
、
廃
熱
利
用
を
含
め
て
理
論
的
に
は
八

〇
％
の
総
合
効
率
が
可
能
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
次

の
よ
う
な
長
所
を
有
す
る
た
め
、
近
い
将
来
、
都
市
部

に
お
け
る
分
散
型
の
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
や
、
離
島
用

電
源
と
し
て
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
天
然
ガ
ス
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
多
様
な
燃
料
の
利
用

　
が
可
能
で
あ
る
。

Ｏ
Ｎ
Ｏ
X
の
発
生
量
が
少
な
く
、
騒
音
、
振
動
も
小
さ

い
。

○
電
池
で
あ
る
た
め
、
負
荷
の
変
動
（
必
要
電
気
量
の

　
変
動
）
に
対
し
て
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

○
コ
ン
パ
ク
ト
で
環
境
影
響
が
少
な
く
、
立
地
が
容
易

　
で
あ
る
。

　
利
用
面
で
は
、
電
気
事
業
用
と
オ
ン
サ
イ
ト
用
（
需

要
地
設
置
型
）
に
大
別
さ
れ
、
り
ん
酸
型
で
は
電
気
事

業
用
と
し
て
は
千
な
い
し
一
万
一
千
ｋ
Ｗ
、
オ
ン
サ
イ

ト
用
と
し
て
は
四
十
な
い
し
二
百
ｋ
Ｗ
ク
ラ
ス
の
も
の

の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
ま
だ
コ
ス

上
局
は
免
れ
な
い
が
、
近
い
将
来
に
も
量
産
化
に
よ
っ

て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
と
競
争
が
可
能
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
特
に
オ
ン
サ
イ
ト
用
の
も
の
は
商
用
機
登
場
の
一

歩
手
前
に
あ
る
。
ま
た
、
大
型
の
電
気
事
業
用
や
、
離

島
用
、
車
両
用
に
つ
い
て
も
現
在
実
証
プ
ラ
ン
ト
等
に

よ
る
研
究
開
発
を
実
施
中
で
あ
る
。

　
燃
料
電
池
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
計

画
の
成
果
も
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
リ
ー
ド
し

て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
多
く
の
長
所
を
有
す
る
ほ

か
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

世
界
各
国
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

⑩
－
廃
棄
物
発
電
・
熱
供
給

　
従
来
廃
棄
ま
た
は
燃
焼
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
た

ご
み
は
、
重
要
な
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
有

効
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
一

九
六
五
年
に
大
阪
市
西
淀
清
掃
工
場
が
四
千
九
百
ｋ
Ｗ

の
ご
み
発
電
所
を
併
設
し
た
の
が
最
初
で
、
現
在
で
は

全
国
に
八
十
ヵ
所
、
総
発
電
能
力
約
二
十
三
万
ｋ
Ｗ
が

稼
働
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
廃
棄
物
発
電
の
潜
在
的
能
力
は
、
産
業
廃

棄
物
ま
で
含
め
る
と
一
千
万
ｋ
Ｗ
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
、
ま
だ
ま
だ
ご
み
の
有
効
利
用
の
余
地
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
も
次
の
諸
点
の
解
決
が
必
要

で
あ
る
。

ア
ご
み
の
高
カ
ロ
リ
ー
化
へ
の
技
術
的
対
応
と
。

　
ス
チ
ー
ム
温
度
・
圧
力
の
上
昇

　
塩
化
水
素
ガ
ス
に
よ
る
金
属
の
腐
食
を
防
止
す
る
た

め
の
、
耐
腐
食
材
料
の
開
発
お
よ
び
焼
却
炉
構
造
の
改

良
が
必
要
と
さ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
腐
食
防
止
の
た
め

蒸
気
の
温
度
と
圧
力
を
下
げ
て
い
る
た
め
に
、
諸
外
国

に
比
べ
て
ご
み
処
理
量
当
た
り
の
発
電
量
が
小
さ
い

（
単
位
当
た
り
に
し
て
、
パ
リ
の
例
は
江
東
清
掃
工
場

の
二
・
五
倍
）
と
い
わ
れ
る
。

イ
一
般
廃
棄
物
と
産
業
用
廃
棄
物
の
混
焼

　
一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄
物
、
下
水
汚
泥
の
所
管
官

庁
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
産
業
廃
棄
物
等
を
地
方

自
治
体
が
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
ご
み
発
電
は
、

燃
料
電
池
と
同
様
近
い
将
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
お
い

て
も
大
き
な
貢
献
が
見
込
ま
れ
る
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム

の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

⑪
－
下
水
、
下
水
処
理
水
排
熱

　
全
国
で
、
下
水
、
下
水
処
理
水
と
し
て
排
出
さ
れ
る

水
量
は
年
間
約
八
十
六
億
ト
ン
に
達
す
る
と
い
わ
れ
、

そ
の
保
有
す
る
熱
量
も
、
低
温
で
は
あ
る
が
莫
大
で
あ

る
。
従
来
低
温
な
る
が
故
に
見
捨
て
ら
れ
て
き
た
が
、

最
近
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
の
進
歩
等
に
よ
っ
て
見
直

さ
れ
、
下
水
の
持
つ
莫
大
な
熱
量
と
、
温
度
お
よ
び
量

の
安
定
性
（
大
気
温
度
に
比
べ
て
冬
季
は
高
く
、
夏
季
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は
低
い
）
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
下
水
や
下
水

処
理
水
の
排
熱
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
熱
源
と
し
て
利
用

し
、
ビ
ル
の
給
湯
、
冷
暖
房
お
よ
び
地
域
へ
の
熱
供
給

な
ど
へ
の
事
業
化
が
進
め
ら
れ
始
め
た
。
現
在
ま
で
に
、

下
水
処
理
水
の
排
熱
利
用
が
、
幕
張
新
都
心
の
ハ
イ
テ

ク
ー
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
冷
暖
房
な
ど
六
件
、
生
下
水
の
排

熱
利
用
が
三
件
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
海
外
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
四
件
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
三
件
な
ど
計
九
件
が
、
主
と
し
て
大
規
模
な
地
域
冷

暖
房
用
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

な
ど
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
地
下
空

間
で
の
環
境
維
持
や
快
適
性
の
保
持
の
た
め
に
換
気
装

置
、
空
調
装
置
な
ど
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
よ
る
排
熱
量
も
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

最
近
こ
れ
ら
の
排
熱
を
利
用
し
た
回
収
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
評
価
さ
れ
始
め
て
い

る
。

　
わ
が
国
で
地
下
排
熱
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
の
は
、
一
九
八
二
年
に
札
幌
市
で
地
下
鉄
排
熱
を

駅
舎
の
暖
房
と
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
利
用
し
た
の

が
最
初
で
、
そ
の
後
一
九
八
九
年
に
同
じ
く
札
幌
で
、

地
域
冷
暖
房
の
熱
源
と
し
て
地
下
鉄
お
よ
び
地
下
街
の

排
熱
を
比
較
的
大
規
模
に
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
た
。

　
海
外
で
は
、
一
九
八
五
年
に
パ
リ
市
で
地
下
鉄
排
熱

回
収
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
今
後
集
合
住
宅
や
行
政
セ
ン

タ
ー
、
事
務
所
な
ど
へ
の
利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

＠
－
変
電
所
、
地
中
送
電
線
排
熱

　
変
圧
器
の
効
率
は
非
常
に
高
い
が
、
電
気
事
業
用
の

変
圧
器
は
、
そ
の
容
量
お
よ
び
電
力
量
が
大
き
い
た
め
、

か
な
り
の
熱
が
発
生
し
て
い
る
。
特
に
最
近
は
都
市
部

の
地
下
に
大
容
量
の
変
電
所
や
配
電
変
電
所
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
冷
却
排
熱
は
大
量
で
比
較
的
安
定
し

て
い
る
た
め
有
効
利
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
都

市
部
を
中
心
と
し
て
大
容
量
の
地
中
送
電
線
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
排
熱
も
含
め
て
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
熱
源
と
し
て
ビ
ル
の
暖
房
や
、
地
域
の
冷

暖
房
に
採
用
さ
れ
、
既
に
東
池
袋
地
区
、
光
が
丘
団
地
、

新
川
地
区
、
銀
座
二
・
三
丁
目
地
区
な
ど
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。

三
－
実
用
化
を
進
め
る
た
め
の
各
種
の
施
策
と

　
　
　
　
そ
の
方
向

　
こ
れ
ら
新
干
不
ル
ギ
ー
の
実
用
化
を
進
め
る
た
め
に

は
、
な
お
一
層
の
技
術
開
発
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

と
並
行
し
て
、
公
共
施
設
等
へ
の
積
極
的
な
導
入
の
促

進
、
種
々
の
助
成
等
の
強
化
な
ど
初
期
需
要
創
出
の
だ

め
の
施
策
が
望
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
に
つ
い
て
は
、

従
来
主
と
し
て
個
別
の
実
証
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
早
期
の
導
入
が
有

望
視
さ
れ
る
、
離
島
、
山
間
部
、
へ
き
地
な
ど
で
実
用

規
模
で
の
各
種
モ
デ
ル
事
業
が
通
産
省
（
資
源
子
不
ル

ギ
ー
庁
、
工
業
技
術
院
）
の
主
導
で
実
施
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
次
に
、
そ
の
う
ち
の
二
例
と
、
将
来
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
実
用
化
す
る
に
当
た
っ
て
解
決
が
望

ま
れ
る
、
既
存
の
電
力
系
統
へ
の
連
系
に
か
か
る
問
題

点
解
明
の
た
め
の
テ
ス
ト
（
同
じ
く
通
産
省
か
ら
の
委

託
）
例
を
紹
介
す
る
。

○
－
白
馬
山
荘
の
太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
の

　
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
よ
る
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム

　
白
馬
岳
の
頂
上
直
下
に
あ
る
日
本
で
最
大
の
白
馬
山

荘
で
は
、
従
来
軽
油
に
よ
る
自
家
発
電
機
で
需
要
電
力

を
賄
っ
て
い
た
が
、
燃
料
の
運
搬
や
騒
音
、
排
気
ガ
ス

の
発
生
等
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
今
回
木
造
二
階
建
約

二
千
三
百
雇
の
屋
根
に
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
（
一
・
二
ｍ

ｘ
〇
・
四
ｍ
）
計
千
三
百
六
十
八
枚
に
よ
る
七
十
ｋ
Ｗ

の
太
陽
光
発
電
設
備
と
、
補
助
電
源
と
し
て
Ｉ
ｋ
Ｗ
の

風
力
発
電
機
を
設
置
し
、
夜
間
使
用
電
源
と
し
て
の
蓄

電
池
（
百
二
十
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
）
を
加
え
た
シ
ス
テ

ム
と
し
て
本
年
六
月
末
か
ら
稼
働
中
で
あ
る
。
ボ
イ
ラ
ー

、
冷
蔵
庫
な
ど
の
必
要
電
力
す
べ
て
を
賄
っ
て
い
る
ほ
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⑫
－
地
下
排
熱
（
地
下
鉄
・
地
下
街
）

大
都
市
で
は
、
地
下
鉄
の
新
設
や
、

地
下
街
の
開
発
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か
、
従
来
は
午
後
十
時
以
降
は
消
灯
し
て
い
た
の
に
対

し
て
、
今
年
は
夜
中
の
電
力
も
十
分
に
賄
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

②
－
沖
縄
エ
ネ
ト
ピ
ア
・
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想

　
沖
縄
の
宮
古
島
（
具
体
的
な
立
地
点
は
現
在
検
討
中
）

に
、
太
陽
光
、
太
陽
熱
、
風
力
、
波
力
、
燃
料
電
池
、

新
型
電
池
等
を
集
中
的
に
立
地
し
、
こ
れ
ら
各
種
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
相
互
に
補
完
し
合
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
を
建
設
す
る
も
の
で
、
独
立
分
散
電
源
と
し
て
の

機
能
を
持
た
せ
る
と
共
に
、
既
存
の
商
用
電
力
系
統
へ

の
連
系
も
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
現
在
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、

こ
の
計
画
が
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
建
設
、
運
転
、
保
守
、
管
理
等
の
諸
技
術
の
確
立

が
期
待
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
宮
古
島
（
沖
縄
本
島

と
は
独
立
し
た
電
力
系
統
で
あ
る
）
の
実
電
力
供
給
の

一
定
割
合
（
最
大
一
〇
％
程
度
）
を
担
う
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
る
。

③
－
六
甲
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
セ
ン
タ
ー

　
神
戸
市
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
一
画
に
あ
る
六
甲
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
セ
ン
タ
ー
で
は
、
①
家
庭
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
既
存
の
電
力
系
統
に
連
系
し
た
場
合
、

②
太
陽
光
、
風
力
、
燃
料
電
池
等
複
数
の
新
発
電
シ
ス

テ
ム
を
電
力
系
統
に
連
系
し
た
場
合
―
の
二
課
題
に

つ
い
て
、
技
術
的
諸
問
題

解
明
の
た
め
の
実
証
試
験

を
開
始
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
家
庭
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
一
軒
当
た
り
二

ｋ
Ｗ
の
発
電
シ
ス
テ
ム
が

百
台
設
置
さ
れ
、
各
模
擬

住
宅
内
に
は
、
ク
ー
ラ
ー
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
テ
レ

ビ
等
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
タ
イ
マ
ー
に
よ
り
運
転

さ
れ
る
と
い
う
、
実
規
模

の
街
を
想
定
し
た
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
ま

で
の
実
績
で
は
、
連
系
運

転
の
安
全
性
や
、
配
電
系

統
へ
の
影
響
は
見
ら
れ
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
複
数
の
分
散
型

電
源
の
連
系
試
験
も
今
年

度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
設

備
と
し
て
は
太
陽
光
発
電

が
二
ｋ
Ｗ
Ｘ
二
十
台
、
三

ｋ
Ｗ
Ｘ
二
十
台
の
ほ
か
、

五
十
ｋ
Ｗ
の
燃
料
電
池
一

新エネルギー導入にかかわる制度整備について表－１
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基
と
こ
ハ
・
五
ｋ
Ｗ
の
風
力
発
電
機
二
基
で
あ
る
。

　
更
に
、
三
年
後
に
は
、
太
陽
光
発
電
の
大
出
力
設
備

や
、
大
規
模
燃
料
電
池
の
増
設
も
計
画
さ
れ
、
最
終
的

に
は
最
大
出
力
千
七
百
ｋ
Ｗ
、
一
般
家
庭
で
九
百
戸
分

の
需
要
を
賄
う
規
模
に
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
太
陽
電
池
、
燃
料
電
池
、
風
力
発
電
の
実
用
化
を
進

め
る
に
当
だ
っ
て
の
も
う
一
つ
の
問
題
点
と
し
て
、
制

度
面
の
環
境
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
来
、
こ
れ
ら
の

設
備
を
設
け
る
こ
と
は
い
ず
れ
も
発
電
所
の
設
置
と
見

な
さ
れ
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
一
般
の
発
電
所
と
し

て
の
手
続
き
や
保
安
規
制
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、

今
回
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
石
油
代
替
手
不
ル

ギ
ー
部
会
に
お
け
る
審
議
の
過
程
で
、
こ
れ
ら
制
度
面

の
改
訂
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
本
年
六
月
か
ら
、
表
－
１
の
通
り
、
申
請

手
続
や
保
安
規
則
の
適
用
が
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
ま
た
、
分
散
型
電
源
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
従
来

型
の
発
電
機
を
商
用
電
力
系
統
に
連
系
す
る
に
当
だ
っ

て
の
種
々
の
技
術
的
な
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、
既

に
一
九
八
六
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
燃
料
電
池
、
太
陽
電
池
等
の
直
流
発
電
装
置
に
は

適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
、
表
｜
２
に
あ
る

よ
う
に
、
前
述
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
等
に
お
い
て
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
実
証
試
験
の
成
果
を
見
な
が
ら
、
連

系
の
形
態
別
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
期
、
内
容
が
明
示
さ
れ

た
。

　
以
上
の
二
点
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
実
用
化
を
進
め
る
に
当

だ
っ
て
の
制
度
面
の
整
備
は
大
き
く
前
進
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
普
及
に
は
ず
み
が
つ
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

表－２　新エネルギー発電の系統連系ガイドラインの主な技術的検討課題
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総
合
子
不
ル
ギ
ー
調
査
会
の
中
間
報
告
（
長

期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
）
に
よ
れ
ば
、
地

熱
を
除
く
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ウ
エ
ー
ト
は
、
一

九
八
六
年
度
実
績
で
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
・

三
％
に
す
ぎ
ず
、
今
後
意
欲
的
に
開
発
、
普
及

に
つ
と
め
て
も
、
二
〇
一
〇
年
度
の
努
力
目
標

値
に
し
て
五
・
二
％
の
ウ
エ
ー
ト
（
実
数
で
五
・

六
倍
）
を
占
め
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
今
後
、
発
展
途
上
国
や
東
欧
諸
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
加
が
避
け
ら
れ
な
い
と

す
れ
ば
、
石
油
を
は
じ
め
と
す
る
化
石
燃
料
の

供
給
力
は
早
晩
限
界
に
達
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
不
可
避

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
世
界
的
に
限
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ら
れ
た
化
石
燃
料
を
わ
が
国
だ
け
が
安
易
に
輸
入
す
る

こ
と
は
困
難
に
な
ろ
う
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
先
進
諸
国
の
中
で
も
極
端
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
い
わ
が
国
は
、
過
去
二
回
の
石

油
危
機
や
、
古
く
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
中
、
戦
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
払
っ
て
自
給
率
の
向
上
を
め
ざ
す
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
前
述
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

調査季報107－90.931

度
が
小
さ
い
と
か
、
自
然
条
件
に
よ
っ
て
変
動
す
る
な

ど
の
問
題
も
あ
っ
て
、
早
急
に
利
用
度
を
上
げ
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
一
方
で
潜
在
供
給
力
は
莫
大
で
、
し

か
も
総
じ
て
環
境
に
や
さ
し
く
ク
リ
ー
ン
な
自
給
資
源

で
あ
る
と
い
う
他
に
替
え
難
い
長
所
を
持
つ
。
今
後
の

画
期
的
な
技
術
開
発
の
進
展
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
克
服
す
れ
ば
、
太
陽
を

は
じ
め
と
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
将
来
の
人
類
の
必
要

と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
宗
を
賄
う
こ
と
が
可
能
で
あ

　
化
石
燃
料
に
よ
る
地
球
環
境
の
汚
染
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

一
翼
を
担
う
こ
と
は
夢
で
は
な
い
。
大
き
な
希
望
を
も
っ

て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
普
及
に
最
大
限
の
努
力
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
△
(
財
)
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
常
務
理
事
∇

る
。
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